
４ 自然科学系部活動

４．１ 物化部・地学部・生物部・数学部

(1) 研究開発のねらい・仮説

① 自然科学への興味・関心の強い生徒に、自らの動機から生じた科学的探究活動に取り組ませ

ることにより、総合人間力や科学的リテラシーを育成することができる。

② 各種の取組を根本から考えさせる事により生徒の主体的活動を引き出すことができる。

③ 年に１度は発表する意識を持たせることで目標が明確になり生徒の主体的活動が拡がる。

(2) 研究開発の経緯

SSH研究指定を契機として、自然科学系部活動の取組の中心は、実験書に紹介されている内

容を体験する活動から、自然現象を自ら探究するものへ変化した。その後、楽しさを感じた生

徒が活動を盛り上げ、現在では、生徒数が約100人と全校生徒の1割を占めるようになった。

物化部では、楽しさを感じたOBがボランティアで高校生を指導する会を、平成24年度から年

２回実施している。また、平成26年度からは、部員の一人一人が、年に１度は外部の発表会で

発表する雰囲気が定着し、生徒の目標が明確になり主体的な活動が促された。

地学部では、以前より、日食などの天文現象の観測を地域に普及する教育活動を実施してお

り、これらの活動の中で生徒の主体性が育ってきた。特に、平成25～27年度の科学技術人材育

成重点枠の取組であった全国の高校による共同研究「夜空の明るさを調べる」では、研究計画

の立案から学習会・成果発表会の企画・運営を生徒主体で実施し、取組の中で生徒の主体性が

引き出された。これらの活動に参加した生徒は、卒業後も、高校生の活動を支援する組織であ

る高校生天体観測ネットワーク(Astro-HS)のスタッフとして活躍している。

(3) 研究開発の内容

ア 物化部

１年生12名、２年生14名、３年生16名の計42名が参加して研究活動に取り組んだ。この

中で、シャボン玉の色の変化についての自らの疑問を追究した作品が、SSH生徒研究発表会

(神戸、８月)で奨励賞、JSEC(東京、12月)で科学技術政策担当大臣賞を受賞した。研究発

表をした主なコンテストは、SSH東海地区フェスタ(７月）、SSH課題研究交流会(７月）、SSH

生徒研究発表会(８月）、東海地区高等学校化学研究発表交流会(11月）、AITサイエンス大賞

(11月）、高校化学グランドコンテスト(11月）、JSEC(12月）、科学三昧inあいち(12月）、愛

知県高文連自然科学専門部発表会(２月）、物理学会Jr.セッション(３月）。

イ 地学部

１年生11名、２年生11名、３年生11名の計33名が参加して研究活動に取り組んだ。研究発表

をした主なコンテストは、日本地球惑星科学連合(５月）、高校生天文活動発表会 天文高校生

集まれ！(７月）、SSH東海地区フェスタ(７月）、SSH課題研究交流会(７月）、AITサイエンス大賞

(11月）、東海地区理科研究発表会(11月）、科学三昧inあいち(12月）、愛知県高文連自然科学専

門部発表会(２月）、日本天文学会ジュニアセッション(３月）、日本学生科学賞。

ウ 生物部

１年生５名、２年生８名、３年生３名の計16名が参加して研究活動に取り組んだ。研究

発表をした主なコンテストは、SSH東海地区フェスタ(７月）、SSH課題研究交流会（７月）、

SSH研究発表会(８月）、AITサイエンス大賞(11月）、科学三昧inあいち(12月）、愛知県高文

連自然科学専門部発表会(２月）、日本学生科学賞。

エ 数学部

１年生１名、２年生３名、３年生５名の計９名が参加して研究活動に取り組んだ。研究

発表をした主なコンテストは、SSH課題研究交流会(７月）、科学三昧inあいち(12月）、愛知

県高文連自然科学専門部発表会(２月）。

(4) 検証（成果と課題）

どの部活動においても、全員の生徒が実験・観察などに継続的に取り組む状況が定着し、そ



の成果を各種コンテストで発表している。これらの活動によって、論理的思考力や批判的思考

力、プレゼンテーション能力が向上した。また、講演会や研究発表会では、これらの部活動に

所属する生徒が積極的に質問したり、ポスターボードの設置などの作業を自ら進んで手伝う姿

が見られ、生徒の主体性が育っていることが確認できた。

一方で、生徒の、課題を設定する力や実験結果を適切に理解して扱う力には課題があり、さ

らに指導法の開発が必要である。また、課題研究の内容を深めるためには、大学や研究所の研

究者による助言が効果的で、そのための連携の在り方についても研究を進めたい。

５ 科学コンテスト

(1) 研究成果の発表会

ア JSEC2016

物化部に所属する２名の女子生徒によるシャボン玉の色に関する研究が科学技術政策担当大

臣賞を受賞し、平成29年５月にロサンゼルスで開催されるISEF世界大会に進んだ。

イ 算数・数学の自由研究作品コンクール

「SSH理科課題研究」の授業で３年男子が行った“コンプガチャ”に関する研究が日本

数学検定協会賞を受賞した。今後も、良い作品は各種のコンクールに応募させたい。

(2) 科学オリンピック

ア 科学の甲子園

７月末に参加者を募集して、応募のあった２年生14名と１年生４名の計18名で取組を始

めた。その後、夏休みや放課後に数回の学習会を実施して大会に臨み、愛知県予選のトラ

イアルステージ（筆記競技）を県３位で通過し、決勝のグランプリステージ（実験・総合

競技）に進出し、総合成績で愛知県３位となった。

イ 物理チャレンジ2016

３年生８名と２年生３名の計11名が応募して第１チャレンジ（実験レポートと理論試

験）に取り組んだが、第２チャレンジ（全国大会）に出場した生徒はいなかった。

年度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

受賞者数 銅賞1 銀賞1、銅賞1、優良賞1 金賞1 金賞1 優良賞１ なし なし 銀賞1、優良賞1 奨励賞1 なし

全国出場 1 4 1 1 1 3 0 2 1 0

予選参加 1 4 1 2 3 12 14 20 12 11

ウ 全国高校化学グランプリ2016

３年生29名、２年生９名の計38名の生徒が参加したが、二次選考(実験試験)に出場でき

た生徒はいなかった。

年度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

受賞者数 銅賞1 銀賞4、銅賞2 金賞1 金賞1 金賞1、銀賞2、銅賞1 銀賞1 銅賞1 なし 銅賞1 なし

出場者 12 13 18 18 33 37 39 43 35 38

エ 日本生物学オリンピック2016

３年生４名、２年生３名、１年生２名の計９名が応募した。このうちの３年生１名が予

選を通過し本選に出場した。

オ 日本地学オリンピック2016

２年生１名の生徒が予選を受けたが、全国大会に勧めた生徒はいなかった。

カ 日本数学オリンピック

２年生５名、１年生７名の計12名の生徒が応募し、事前に示される過去問を中心に各自

で準備をさせて予選に臨んだが、本選に進出できた生徒はいなかった。


